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【  特　集  】

砥粒を使わない平滑化加工
砥粒加工は，研削，研磨をはじめ被加工物表面の平滑化を目的として利用されることが多い．しかし，砥粒加工の

ほかにも砥粒を使わない平滑法として，化学研磨，電解研磨が古くから行われている．また，近年，電子ビームやクラ
スタイオンビームを利用した手法やプラズマCVMといった新しい平滑化法も提案されている．
平滑な表面を得ることが目的であるなら，砥粒加工にこだわらず，その目的に適した適切な方法を選択する必要が
ある．しかし，これらの方法を比較した記事等はほとんどなかった．そこで，今回は「平滑化」をキーワードとして，砥
粒を使わない平滑化法を特集した．
執筆にあたって学会会員になじみのある砥粒加工との比較とともに，現状，将来性についてご執筆いただいた．本

特集を通じてこれらの手法の適用範囲，長所短所についての把握，プロセス選択の一助になれば幸いである．
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